
現
段
階
に
わ
け
る
農
業
危
機

上
　
原

言イ

博

は

じ
　
め

に

　
最
近
、
日
本
農
業
の
現
状
を
観
定
す
る
際
に
、
危
機
的
状
態
、
危
機
的
状
況
、
農
業
「
危
機
」
と
い
う
言
葉
が
し
ば
し
ぼ
使
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
論
者
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
同
一
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
例
え
ば
、
こ
れ
を
農
家
経
済
に
お
げ
る
広
汎
な

解
体
過
程
と
し
て
把
え
る
見
解
、
あ
る
い
は
戦
後
設
定
さ
れ
た
零
細
農
経
営
が
、
い
ま
や
そ
の
存
続
が
危
う
く
な
っ
た
が
故
に
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

れ
を
農
業
危
機
と
す
る
見
解
な
ど
が
み
う
け
ら
れ
る
。
し
か
も
農
民
の
小
経
営
の
危
機
を
目
本
農
業
の
危
機
と
す
る
場
合
も
、
そ
れ

を
単
た
る
小
経
営
の
破
壊
ｎ
落
層
化
と
し
て
で
な
く
、
対
米
従
属
的
な
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
展
開
の
下
で
、
戦
後
の
零
細
所
有
１
１

零
細
経
営
が
矛
盾
を
深
め
て
い
き
、
新
し
い
土
地
所
有
－
利
用
関
係
に
再
編
せ
し
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
農
業
危
機
の
要
因
を
見
出
そ

　
　
　
　
（
２
）

う
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
何
よ
り
ま
ず
、
高
度
独
占
の
下
で
零
細
経
営
に
立
脚
し
た
農
家
経
済
の
広
汎
な
解
体
過
程
が
、

何
故
、
戦
後
日
本
農
業
の
体
制
的
危
機
に
た
る
の
か
、
あ
る
い
は
零
細
所
有
制
い
零
細
経
営
の
解
体
の
進
行
が
、
何
故
、
戦
後
目
本

資
本
主
義
の
構
造
的
危
機
に
っ
な
が
る
の
か
、
ま
た
戦
前
の
農
業
危
機
と
の
関
連
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

　
　
　
現
段
階
に
お
げ
る
農
業
危
機
（
上
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
（
五
五
九
）



　
　
　
立
命
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、
　
　
　
四
　
（
五
六
〇
）

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
以
下
、
わ
が
国
の
場
合
に
つ
い
て
、
農
業
危
機
の
実
態
を
、
戦
前
・
戦
後
を
対
比
し
つ
つ
把
握
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、

上
述
の
問
題
点
、
さ
ら
に
農
業
危
機
を
い
か
に
規
定
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

農
業
危
機
の
実
態

　
　
１
　
戦
前
の
農
業
危
機

　
戦
前
の
目
本
農
業
に
お
げ
る
基
本
的
生
産
関
係
が
、
明
治
維
新
の
地
租
改
正
（
一
八
七
三
年
）
１
を
起
点
に
ほ
ぽ
明
治
二
〇
１
三
〇
年

時
に
成
立
し
た
半
封
建
的
土
地
所
有
制
（
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
制
）
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
戦
前
の
わ
が
国

に
お
い
て
、
こ
の
地
主
制
が
崩
壌
に
瀕
す
る
こ
と
が
、
農
業
危
機
で
あ
っ
た
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
、
日
本
農
業
の
基
本
的
生
産
関

係
の
危
機
を
意
味
し
た
と
同
時
に
、
こ
の
地
主
制
を
基
盤
と
し
て
構
築
さ
れ
た
日
本
資
本
主
義
に
と
っ
て
も
、
ま
さ
し
く
そ
れ
が
、

構
造
的
体
制
的
危
機
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
後
の
全
般
的
危
機
（
第
一
段
階
）
の
下
で
の
米

騒
動
（
一
九
一
八
年
）
お
よ
び
そ
れ
を
起
点
と
す
る
小
作
争
議
の
大
展
開
、
さ
ら
に
は
第
二
次
大
戦
末
期
よ
り
敗
戦
直
後
（
一
九
四
五
～

四
六
年
）
に
か
げ
て
の
食
糧
危
機
が
そ
の
体
現
物
で
あ
り
、
前
者
に
－
お
い
て
は
農
業
恐
慌
（
一
九
三
〇
年
起
点
）
が
こ
れ
に
連
な
り
、

目
本
資
本
主
義
の
危
機
を
深
め
て
そ
の
収
束
の
た
め
に
戦
争
（
敗
戦
）
に
追
い
こ
み
、
後
老
で
は
全
般
的
危
機
の
新
段
階
（
第
二
段
階
）

の
下
で
、
一
定
の
土
地
改
革
（
農
地
改
革
）
を
準
備
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
脈
ら
く
の
中
で
、
ま
ず
米
騒
動
よ
り
農
業
恐
慌
に
か
け
て
の
時
点
に
っ
い
て
、
戦
前
の
わ
が
国
農
業
危
機
の
実
態

を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。



　
わ
が
国
農
民
の
階
層
分
化
は
、
明
治
四
〇
年
代
以
後
、
そ
れ
以
前
の
両
極
分
化
か
ら
両
極
の
漸
減
と
中
問
層
の
漸
増
と
い
う
形
態

に
転
ず
る
が
、
そ
の
こ
と
の
も
っ
意
味
を
、
こ
の
時
期
に
も
続
く
大
地
主
の
土
地
集
中
（
大
地
主
制
の
発
展
）
と
の
関
連
で
み
れ
ば
、

そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
中
問
層
（
一
～
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
経
営
）
が
地
主
的
土
地
所
有
の
下
で
は
、
窟
貧
な
い
し
そ
れ
以
上
に
は
上
昇
転
化

し
え
ず
に
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
農
業
に
お
い
て
、
　
「
半
封
建
的
生
産
関
係
が
農
民
層
の
分
解
を
通
じ
て
資
本
主
義
的
生

産
関
係
に
よ
っ
て
代
位
さ
れ
、
否
定
さ
れ
、
揚
棄
さ
れ
て
い
く
傾
向
が
現
わ
れ
（
ず
）
…
…
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
資
本
主
義
的
農
業
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

産
へ
の
傾
向
が
強
固
な
半
隷
農
主
的
搾
取
関
係
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
１
頭
う
ち
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
地
主
制
支
配
の
下
で
の
「
農
業
構
造
上
の
矛
盾
の
激
化
」
は
、
ほ
ぽ
こ
の
時
期
を
劃
期
と
し
て
、
わ
が
国

農
村
に
小
作
人
運
動
、
小
作
争
議
を
拾
頭
さ
せ
る
と
い
う
情
勢
を
生
み
だ
し
た
。
以
上
の
ご
と
き
明
治
末
年
に
既
に
始
ま
っ
て
い
る

農
業
内
部
に
お
げ
る
生
産
関
係
の
矛
盾
の
顕
在
化
が
、
次
に
１
資
本
主
義
の
体
制
的
危
機
と
結
び
っ
く
と
き
、
そ
の
農
業
危
機
と
し
て

の
激
発
は
い
っ
そ
う
避
げ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
点
を
わ
れ
わ
れ
は
、
ロ
シ
ア
革
命
を
背
景
と
す
る
米
騒
動
の
全
国
的
爆

発
と
そ
れ
を
起
点
と
す
る
「
農
村
解
体
」
、
さ
ら
に
昭
和
農
業
恐
慌
の
下
で
の
農
業
・
農
村
間
題
の
深
刻
化
に
見
出
す
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
米
騒
動
そ
れ
自
体
は
、
米
価
の
急
騰
と
生
活
破
綻
に
対
す
る
勤
労
大
衆
の
自
然
発
生
的
な
暴
動
の
形
態
を
と
る
が
、
そ
れ
は
ロ
シ

ア
革
命
の
勃
発
と
第
一
次
大
戦
末
期
を
迎
え
た
こ
の
段
階
で
、
目
本
農
業
に
お
け
る
地
主
的
土
地
所
有
と
小
農
民
経
営
と
の
矛
盾
が
、

工
業
生
産
力
に
対
す
る
農
業
生
産
力
の
立
ち
お
く
れ
の
拡
大
、
あ
る
い
は
、
米
の
投
機
的
買
占
め
に
よ
る
米
価
騰
貴
に
基
づ
く
食
糧

危
機
と
し
て
激
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
目
本
資
本
主
義
の
基
底
を
構
成
す
る
地
主
制
に
対
し
、
組
織
農
民
の

広
汎
な
反
抗
（
小
作
争
議
の
展
開
）
を
よ
び
起
し
、
そ
の
結
果
、
不
動
の
地
主
制
は
大
き
く
揺
ら
ぎ
、
大
土
地
所
有
制
（
五
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
地
主
所
有
）
は
、
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
を
転
期
に
、
漸
減
・
後
退
の
方
向
を
辿
る
。
コ
、
・
・
ソ
テ
ル
ソ
が
、
右
の
米
騒
動
を

　
　
　
現
段
階
に
お
げ
る
農
業
危
機
（
上
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
（
五
六
一
）
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六
　
（
五
六
二
）

「
資
本
主
義
の
一
般
的
危
機
の
構
成
部
分
」
の
一
つ
と
指
摘
し
た
の
は
、
そ
れ
が
、

以
上
の
ご
と
く
、
日
本
資
本
主
義
の
弱
点
を
つ
い
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し

て
、
右
の
延
長
線
上
に
、
な
お
農
業
危
機
の
体
化
と
し
て
の
「
農
村
解
体
」
が
進
行

す
る
。

　
篤
一
次
大
戦
時
を
通
じ
て
、
わ
が
国
農
民
、
な
か
ん
ず
く
自
作
中
堅
層
に
と
っ
て
、

生
計
補
充
的
副
業
と
し
て
の
意
義
を
も
っ
た
養
蚕
が
急
速
に
拡
大
す
る
（
そ
の
農
業
経

営
に
対
す
る
ウ
エ
イ
ト
に
。
つ
い
て
は
、
第
一
表
を
参
照
）
と
と
も
に
、
わ
が
国
農
民
は
「
世

界
資
本
主
義
の
体
制
と
そ
の
市
場
に
製
糸
資
本
と
独
占
的
た
貿
易
資
本
を
通
じ
て
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

び
つ
げ
」
ら
れ
、
「
資
本
主
義
の
網
」
を
か
ぶ
せ
ら
れ
た
。
と
同
時
に
、
そ
れ
は
戦
前

の
日
本
資
本
主
義
の
中
核
を
構
成
し
た
せ
ん
い
工
業
の
一
部
門
た
る
絹
業
に
原
料
を

供
給
す
る
地
盤
と
し
て
、
日
本
資
本
主
義
を
規
定
す
る
定
型
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
る
に
、
ま
ゆ
価
が
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
を
絶
頂
と
し
て
、
以
後
、
戦
後

恐
慌
（
一
九
二
〇
年
起
点
）
と
昭
和
農
業
恐
慌
（
一
九
三
〇
年
開
始
）
の
二
時
点
を
通
じ
て

暴
落
す
る
に
伴
な
い
、
自
作
中
堅
層
を
ふ
く
む
農
員
経
済
を
決
定
的
に
破
壊
し
、
そ

の
結
果
、
自
作
中
堅
層
の
凋
落
は
必
至
と
た
り
、
こ
れ
を
政
策
的
に
阻
止
す
る
役
割

を
担
っ
た
自
作
農
創
設
維
持
補
助
揚
則
（
一
九
二
六
年
）
も
、
こ
の
農
業
恐
慌
に
よ
っ



て
、
そ
の
破
綻
を
暴
露
し
た
。

　
以
上
が
養
蚕
農
家
の
没
落
に
よ
っ
て
典
型
化
さ
れ
た
、
一
九
一
九
年
を
ほ
ぼ
起
点
と
す
る
「
農
村
解
体
」
の
様
相
で
あ
力
が
、
そ

れ
は
同
じ
く
こ
の
時
期
の
製
糸
業
な
い
し
絹
織
物
業
に
１
お
げ
る
破
綻
を
ふ
く
め
て
、
戦
前
の
せ
ん
い
工
業
段
階
に
お
け
る
日
本
資
本

主
義
の
基
本
構
成
を
脅
か
す
こ
と
と
な
る
。
何
故
な
ら
ぼ
こ
の
「
農
村
解
体
」
と
よ
ぼ
れ
る
過
程
は
、
地
主
制
下
の
零
細
農
民
の
生

計
補
充
的
副
業
を
破
減
さ
せ
、
あ
る
い
は
、
彼
ら
か
ら
賃
織
収
入
、
製
糸
・
紡
績
へ
の
出
稼
ぎ
収
入
を
奪
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
は

「
日
本
資
本
主
義
の
興
隆
の
絶
対
的
要
件
」
と
さ
れ
た
半
封
建
的
高
率
小
作
料
と
家
計
補
充
的
低
賃
金
と
の
相
互
関
係
の
「
解
体
」

を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
右
の
第
一
次
大
戦
後
の
「
農
村
解
体
」
は
、
日
本
資
本
主
義
の
存
立
に
か
か

わ
る
体
制
的
危
機
を
も
指
向
し
た
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
を
農
業
危
機
の
展
開
形
態
と
し
て
把
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ
し
て
、
か
か
る
農
業
危
機
は
、
前
述
の
農
業
恐
慌
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
深
化
せ
し
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
次
に
、
昭
和
農
業
恐
慌

期
の
農
民
層
分
解
の
進
行
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
危
機
の
実
態
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
よ
う
。

　
さ
て
、
一
九
二
九
－
三
二
年
の
農
業
恐
慌
は
、
そ
の
進
行
過
程
で
工
業
恐
慌
と
か
ら
み
合
い
、
す
べ
て
の
資
本
主
義
国
、
植
民
地
、

後
進
国
を
ま
き
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
世
界
農
業
恐
慌
と
し
て
猛
威
を
ふ
る
っ
た
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
そ

れ
は
い
わ
ゆ
る
昭
和
農
業
恐
慌
（
一
九
三
〇
年
起
点
）
と
し
て
生
起
し
、
一
九
三
三
年
以
降
、
工
業
面
で
の
景
気
の
依
復
が
は
か
ち
れ

た
後
も
、
農
業
恐
慌
は
そ
の
持
続
性
を
保
ち
、
わ
が
国
農
民
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
上
述
の
「
農
村
解
体
」
を
決
定
的
な
も

の
と
し
た
。
ま
ず
一
九
二
五
年
以
後
、
す
で
に
低
落
傾
向
を
辿
っ
て
い
た
米
価
は
、
一
九
三
〇
、
三
一
年
時
に
ー
大
暴
落
し
、
大
恐
慌

以
前
の
価
格
水
準
に
戻
る
の
は
一
九
三
四
－
三
五
年
で
あ
る
が
、
こ
の
間
、
連
年
米
生
産
費
（
帝
国
農
会
調
査
）
に
ー
も
み
た
た
い
低
価

　
　
　
　
　
（
６
）

格
で
推
移
す
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
、
大
恐
慌
過
程
で
の
都
市
に
お
け
る
消
費
の
減
退
に
加
え
て
、
安
い
植
民
地
米
（
鮮
台
米
）
の
移

　
　
　
現
段
階
に
お
げ
る
農
業
危
機
（
上
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
（
五
六
三
）
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家
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｛丁
し

現
金
収
入

現
金
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差
　
１
）

　
Ｌ
　
５
　
９．
ｏ

す
」
示
動
を
変
足
の
不
準
は
水
△
活
。
生

る
の
よ
者
に
働
）
労
年
と

３
５
民

１
９
農

（
る
」
け
遷
お
変
に
の
後
済
戦
経
と
家
年
農
ｕ
る
一
け
９
お
和

慌
暇
鴛

篇
州
鰻
鮎
農
政
剃

１
）
２
）

）考備（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
（
五
六
四
）

入
増
加
が
、
こ
の
よ
う
な
値
く
ず
れ
を
促
が
し
た
こ
と
を
注
意
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
農
家
経
済
に
と
っ
て
米
価
と
と
も
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
ま
ゆ

価
も
、
世
界
恐
慌
と
く
に
ア
メ
リ
カ
の
恐
慌
の
影
響
を
ま
と
も
に
う
け
て
、
一

九
三
〇
年
の
春
ま
ゆ
よ
り
大
暴
落
に
見
舞
わ
れ
、
一
九
二
九
年
の
水
準
に
依
復

す
る
の
は
、
米
価
よ
り
も
さ
ら
に
お
そ
ぐ
、
一
九
三
八
－
三
九
年
以
降
の
こ
と

に
属
す
る
。

　
右
以
外
の
農
産
物
価
格
も
軒
な
み
に
下
落
し
、
そ
の
結
果
、
農
業
収
入
は
激

減
し
た
。
い
ま
、
ｉ
農
林
省
指
定
の
経
済
調
査
農
家
（
自
作
九
、
自
小
作
六
、
小
作
九
、

計
二
四
戸
平
均
）
に
っ
き
、
一
九
二
九
－
三
四
年
の
現
金
収
支
を
み
れ
ぱ
（
第
二

表
参
照
）
、
そ
の
対
象
が
記
帳
農
家
で
一
般
農
家
よ
り
上
層
に
偏
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
農
産
物
販
売
収
入
は
、
一
九
三
三
年
時
を
除
い
て
、
二
九
年

時
の
半
分
ま
た
は
そ
れ
以
下
と
な
り
、
こ
の
減
少
を
補
填
す
る
た
め
の
兼
業
収

入
を
い
れ
て
も
、
一
九
三
〇
１
三
二
年
時
の
現
金
収
入
は
、
同
じ
く
二
九
年
時

の
六
割
に
も
み
た
な
い
。
ま
た
現
金
支
出
の
面
で
は
、
公
租
公
課
は
さ
ほ
ど
減

少
し
な
い
た
め
、
農
業
経
営
費
の
縮
減
と
家
計
費
の
極
端
な
節
約
１
１
生
活
水
準

の
極
度
の
引
き
下
げ
（
一
九
三
〇
～
三
二
年
時
に
は
二
九
年
の
六
一
～
五
七
％
へ
）
に

よ
っ
て
、
漸
く
家
計
の
維
持
に
っ
と
め
て
お
り
、
一
九
三
一
年
時
に
は
そ
れ
で



も
赤
字
を
出
す
ほ
ど
の
窮
乏
ぶ
り
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
半
封
建
的
小
作
料
の
重
圧
を
受
け
て
い
た
小
作
農
が
農
業
恐
慌

か
ら
の
打
撃
を
最
も
甚
だ
し
く
蒙
む
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
結
果
、
彼
ら
（
と
ぐ
に
そ
の
貧
下
層
）
．
を
い
っ
そ
う
兼

業
賃
労
働
に
む
け
さ
せ
た
が
、
同
時
に
進
行
し
た
経
済
恐
慌
は
、
彼
ら
の
労
賃
収
入
を
減
少
さ
せ
た
の
み
で
な
く
、
賃
金
の
不
払
い

続
出
あ
る
い
は
蟹
履
に
よ
る
失
業
者
の
農
村
還
流
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
生
活
は
さ
ら
に
困
難
の
極
に
立
た
さ
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
小
作
貧
農
が
窮
乏
の
ど
ん
底
に
お
ち
い
っ
た
の
み
で
た
く
、
　
「
日
本
農
業
の
骨
髄
」
と
も
い
わ
れ
、
地
主
制
下

の
わ
が
国
農
村
の
杜
会
的
支
柱
を
も
な
し
た
自
作
中
堅
層
に
お
い
て
も
、
事
態
は
急
激
に
悪
化
し
、
　
二
般
的
瓦
解
」
の
方
向
を
辿

る
こ
と
は
、
次
の
第
三
表
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
自
作
農
（
同
表
の
農
家
経
済
調
査
対
象
農
家
の
耕
作
規
模
は
、
丁
三
～
一
．
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
経
営
規
模
か
ら
み
て
も
中
堅
層
）

に
お
い
て
も
、
そ
の
農
業
所
得
の
低
下
は
、
一
九
三
一
－
三
二
年
時
に
は
、
一
九
二
五
年
時
を
一
〇
〇
と
し
て
四
〇
％
を
わ
り
、
一
九

二
九
年
時
（
大
恐
慌
開
始
時
）
の
水
準
に
復
す
る
の
は
一
九
三
七
年
（
中
目
事
変
開
始
）
以
後
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
農
業
所
得
の
み
で
家

計
費
を
ま
か
な
え
る
よ
う
に
な
る
（
す
な
わ
ち
、
中
農
と
し
て
の
最
低
限
の
実
体
を
も
っ
）
の
も
、
こ
の
年
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ

以
前
で
は
、
こ
れ
ら
の
層
の
場
合
で
も
、
大
な
り
小
な
り
兼
業
所
得
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
ま
た
家
計
費
も
、
農

業
恐
慌
期
を
通
じ
て
極
端
な
き
り
っ
め
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
三
〇
年
時
に
は
、
こ
の
低
下
し
た
家
計
費

を
、
農
家
所
得
を
も
っ
て
し
て
も
充
足
し
え
な
か
っ
た
事
実
、
こ
の
こ
と
は
、
自
作
農
す
ら
も
が
、
恐
慌
の
嵐
の
前
に
は
も
ろ
く
も

崩
落
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
状
態
を
示
し
て
い
る
。
加
え
て
、
こ
の
層
の
家
族
農
業
労
働
一
日
当
り
農
業
所
得
を
都
市
工
場
労
働
者
（
男

子
成
人
）
の
一
日
当
り
賃
金
と
比
較
す
る
と
き
、
最
低
点
（
一
九
三
〇
～
三
一
年
）
で
は
、
前
者
は
後
者
の
四
割
に
お
ち
こ
ん
で
し
ま
う

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
面
か
ら
も
自
作
農
と
し
て
の
実
質
を
大
き
く
失
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
示
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
現
段
階
に
お
げ
る
農
業
危
機
（
上
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
（
五
六
五
）
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以
上
を
総
括
す
る
意
味
で
、
　
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
よ
り
一
九
四
一
（
昭
和
ニ
ハ
）
年
に
い
た
る
農
家
経
済
の
推
移
を
第
四
．

五
表
に
よ
っ
て
大
観
し
よ
う
。

　
ま
ず
第
四
表
に
よ
れ
ぼ
、
全
階
層
的
に
農
業
所
得
で
家
計
費
を
ま
か
な
え
な
い
の
は
、
一
九
二
二
年
と
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
三

四
年
ま
で
の
両
時
点
で
あ
り
、
と
く
に
一
九
三
一
年
時
に
は
、
農
業
所
得
と
農
家
所
得
は
と
も
に
最
低
を
記
録
し
、
し
か
も
こ
の
年

に
は
、
農
家
経
済
余
剰
は
マ
ィ
ナ
ス
と
な
る
が
、
こ
れ
は
戦
後
の
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
１
、
全
階
層
的
に
赤
字
が
生
ず
る
の
と

ま
さ
に
照
応
す
る
時
。
占
一
と
し
て
把
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
五
表
で
経
営
規
模
別
に
農
業
所
得
と
家
計
費
の
対
比
を
年
時
別
に
お
え

ば
、
や
は
り
一
九
二
一
年
頃
（
大
正
一
〇
年
代
）
よ
り
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
（
昭
和
八
．
九
年
）
に
か
げ
て
の
戦
後
恐
慌
と
昭
和
農
業

恐
慌
期
を
さ
し
は
さ
む
時
点
に
お
い
て
、
上
述
の
「
農
村
解
体
」
を
さ
し
示
す
事
態
が
よ
み
と
ら
れ
よ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
と
く
に
、
下
層
（
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
）
は
も
と
よ
り
、
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
上
層
を
ふ
く
め
て
各
階
層
と
も
に
、
農

業
所
得
の
み
で
は
家
計
費
に
お
い
っ
げ
ぬ
関
係
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
単
に
一
部
の
農
民
の
落
層
化
で
は
た
く
、
全
農
民
階

層
の
崩
落
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
　
「
農
村
解
体
」
の
深
化
の
数
字
的
実
証
に
、
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
一
九
三
〇
年
時
に
は
、
一

・
五
－
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
な
い
し
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
に
、
お
い
て
、
翌
三
一
年
時
に
は
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
層
な
い
し
一
－
一

・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
に
、
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
経
済
余
剰
が
赤
字
と
な
る
と
い
う
、
・
・
ゼ
ラ
ブ
ル
た
状
態
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

一
九
三
〇
年
な
い
し
三
一
年
に
典
型
化
さ
れ
た
全
階
層
的
な
家
計
費
充
足
率
の
低
下
お
よ
び
経
済
余
剰
の
マ
イ
ナ
ス
ヘ
の
転
化
と
い

、
う
間
題
は
、
こ
の
時
期
の
「
農
村
解
体
」
の
体
現
物
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
戦
前
の
農
業
危
機
の
一
端
を
こ
こ
に
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。

　
ま
た
そ
れ
以
前
の
一
九
二
二
年
よ
り
一
九
二
九
年
に
及
ぶ
時
期
で
は
（
一
九
二
四
年
と
一
九
二
八
年
を
除
げ
ば
）
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満

　
　
　
　
現
段
階
に
お
げ
る
農
業
危
機
（
上
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
（
五
六
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
五
六
八
）

の
階
層
農
家
に
お
い
て
、
農
業
所
得
で
は
年
々
の
家
計
費
を
ヵ
バ
ー
で
き
汰
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ほ
ぽ
同
じ
時
期
の
、
一
－
ニ

ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
中
問
層
な
い
し
自
作
層
の
表
面
的
な
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
農
家
経
済
の
内
容
が
貧
弱
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
、
そ
の
基
礎
は
本
来
的
に
強
固
た
り
え
な
い
こ
と
を
、
す
で
に
大
正
末
期
よ
り
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
こ
で
、
以
上
の
ご
と
き
農
家
経
済
の
破
局
化
を
背
景
と
し
た
農
民
層
分
解
の
動
向
に
っ
い
て
み
れ
ば
、
そ
こ
で
の
間
題

点
は
、
　
「
第
一
次
大
戦
以
降
に
や
っ
て
き
た
資
本
主
義
の
新
し
い
段
階
と
関
連
し
て
、
こ
の
〔
経
営
規
模
の
ー
引
用
者
〕
全
般
的
萎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

縮
、
落
層
が
起
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
上
層
農
家
（
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
な
い
し
三
～
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
経
営

観
模
層
）
の
減
少
（
独
占
資
本
の
重
圧
と
地
主
制
の
姪
桔
の
結
合
に
よ
る
富
農
的
上
向
の
頭
打
ち
）
と
下
層
農
家
（
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
観

模
層
）
の
零
落
１
ー
プ
ロ
化
に
よ
る
中
間
層
（
一
～
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
層
）
の
増
大
化
（
そ
れ
自
体
、
前
述
の
ご
と
く
、
強
靱
性
を
示
す
も
の

で
た
く
、
逆
に
農
民
経
済
の
不
安
性
が
凝
縮
さ
れ
た
も
の
）
と
い
う
明
治
末
期
以
降
の
わ
が
国
農
民
層
分
解
の
基
本
的
傾
向
の
中
で
、
第
一

次
大
戦
後
の
全
般
的
危
機
段
階
、
と
く
に
１
戦
後
恐
慌
お
よ
び
昭
和
農
業
恐
慌
の
過
程
に
お
い
て
、
右
の
自
作
中
堅
層
の
劣
弱
性
が
暴

露
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
地
主
制
の
藩
塀
た
る
自
作
中
堅
層
の
瓦
解
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
今
度
は
地
主
制
の
崩
壊
に

及
ぶ
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
米
騒
動
１
１
食
糧
危
機
が
地
主
制
の
危
機
と
し
て
日
本
資
本
主
義
の
体
制
的
危
機

を
促
が
し
た
ご
と
く
、
そ
れ
は
、
こ
の
時
期
に
最
も
生
活
破
壊
を
強
い
ら
れ
た
小
作
貧
農
を
中
心
と
す
る
勤
労
農
民
の
地
主
制
と
の

激
突
（
小
作
争
議
１
１
変
革
主
体
と
し
て
の
農
民
闘
争
の
全
国
的
展
開
）
と
相
侯
っ
て
、
戦
前
わ
が
国
の
農
業
危
機
の
実
態
を
構
成
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
戦
前
の
農
業
危
機
は
、
第
一
次
大
戦
後
（
全
般
的
危
機
段
階
）
の
革
命
的
惜
勢
を
背
景
に
、
米
騒
動
１
１
食
糧
危
機
と

し
て
あ
ら
わ
れ
、
あ
る
い
は
昭
和
農
業
恐
慌
と
通
じ
て
、
そ
の
背
後
に
、
大
恐
慌
な
い
し
世
界
農
業
恐
慌
の
問
題
と
の
関
連
が
ひ
そ
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Ｈ
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榊
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岬
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］
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叶
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Ｎ
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］
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ん
で
い
る
と
い
う
把
え
方
が
、
わ
が
国
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
さ
れ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
目
本
資
本
主
義
は
、
右
の
農
業
恐
慌
を
通
じ
て
激
発
し
た
農
業
危
機
を
お
さ
え
、
自
ら
の
体
制
的
危
機
を
緩
和
す
る
た
め

に
、
帝
国
主
義
戦
争
へ
の
突
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
か
く
し
て
、
戦
時
体
制
な
い
し
戦
争
経
済
へ
の
再
編
は
、
日
本
資
本
主
義
の
国

独
資
段
階
へ
の
移
行
を
必
然
化
さ
せ
た
。
こ
の
「
満
州
」
侵
略
に
始
ま
る
対
外
侵
略
Ｈ
戦
争
経
済
の
進
展
は
、
戦
前
の
わ
が
国
の
農

業
危
機
を
一
時
的
に
せ
よ
、
回
避
す
る
形
を
と
っ
た
が
、
同
時
に
、
戦
時
国
独
資
の
展
開
は
、
地
主
制
と
の
新
た
な
矛
盾
を
生
じ
っ

っ
、
半
封
建
的
農
業
構
造
の
崩
壌
を
促
が
す
こ
と
と
な
り
、
結
局
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
、
農
業
危
機
の
問
題
は
、
戦
後
に
持
ち
こ
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
視
点
を
戦
後
に
移
す
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
２
　
戦
後
農
政
と
農
業
危
機

　
日
本
資
本
主
義
は
、
敗
戦
と
と
も
に
、
地
主
的
土
地
所
有
を
自
己
の
発
展
基
盤
と
し
て
い
た
旧
構
造
が
崩
壌
し
、
経
済
の
「
民
主
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化
」
と
い
う
形
で
、
い
ち
早
く
独
占
資
本
と
し
て
の
再
建
・
再
編
（
目
本
資
本
主
義
の
戦
後
段
階
に
お
げ
る
世
界
再
編
に
そ
っ
た
再
生
産
構

造
の
再
構
成
）
に
と
り
か
か
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
ま
ず
直
面
し
た
問
題
は
農
業
１
１
土
地
間
題
の
処
理
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
敗

戦
と
と
も
に
、
未
曽
有
の
食
糧
不
足
が
激
発
し
、
そ
れ
は
生
産
停
頓
、
悪
性
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
、
あ
る
い
は
ぽ
う
大
な
失
業
の
発

生
と
相
侯
っ
て
、
戦
時
中
よ
り
低
下
し
て
い
た
国
民
生
活
は
飢
餓
線
上
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
ま
で
追
い
こ
ま
れ
た
。
独
占
資
本
と
し

て
は
、
こ
の
破
局
化
し
た
経
済
危
機
を
下
か
ら
の
変
革
の
力
に
対
抗
し
つ
つ
打
開
し
、
さ
ら
に
日
本
経
済
。
の
再
建
を
は
か
る
た
め
に

は
、
土
地
問
題
の
改
革
に
。
よ
る
農
業
・
農
村
の
安
定
化
と
そ
れ
を
通
じ
て
の
基
礎
食
糧
の
確
保
が
、
ま
ず
何
よ
り
も
必
要
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
地
主
制
の
排
除
と
所
有
権
の
耕
作
農
民
へ
の
付
与
、
す
た
わ
ち
農
地
改
革
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
以
上
の
ご
と
く
、
敗
戦
直
後
の
食
糧
危
機
は
、
戦
争
中
よ
り
も
ち
こ
さ
れ
た
「
農
業
生
産
力
の
破
局
的
減
退
」
の
発
現
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
、
そ
れ
は
日
本
農
業
の
構
造
的
危
機
の
戦
後
へ
の
遺
産
に
ほ
か
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
右
に
対
処
す
る
も
の
と
し
て

の
上
か
ら
の
農
地
改
革
は
、
わ
が
国
農
村
の
積
弊
で
あ
っ
た
地
主
的
土
地
所
有
制
を
基
本
的
に
解
体
し
た
と
は
い
え
、
戦
前
よ
り
の

零
細
観
模
耕
作
制
そ
の
も
の
に
は
手
を
ふ
れ
ず
、
改
編
さ
れ
た
自
作
農
的
土
地
所
有
を
基
盤
に
、
む
し
ろ
そ
れ
が
固
定
化
さ
れ
た
た

め
、
農
産
物
価
格
（
具
体
的
に
は
政
策
米
価
）
の
低
水
準
お
し
っ
げ
を
許
容
さ
せ
、
ま
た
こ
の
零
細
所
有
の
下
で
、
過
剰
人
口
を
堆
積

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
革
後
の
わ
が
国
農
村
を
低
賃
金
労
働
力
の
給
源
た
ら
し
め
る
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
農
地
改
革
に
よ
り
、
目
本
資
本
主
義
は
当
面
す
る
食
糧
危
機
か
ら
い
ち
お
う
脱
却
し
た
が
、
と
同
時
に
低
米
価
１
１
低

賃
金
の
軸
線
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
は
結
局
、
改
革
過
程
で
の
こ
の
極
端
な
低
価
格
に
よ
る
農
員
か
ら
の
強
権
供
出
、
あ
る
い
は
税
金

収
奪
た
ど
と
と
も
に
、
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
の
出
発
点
と
し
て
の
「
再
版
原
蓄
」
過
程
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、

改
革
途
次
の
一
九
四
八
－
四
九
年
時
点
に
お
い
で
、
耕
作
放
棄
が
全
国
的
に
発
生
し
、
あ
る
い
は
全
階
層
的
た
赤
字
と
い
う
農
家
経



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

済
の
全
面
的
破
綻
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
、
上
述
の
食
糧
危
機
に
つ
づ
く
戦
後
の
「
農
業
危
機
の
一
断
面
」
と
し
て

把
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
戦
後
日
本
資
本
主
義
は
、
以
上
の
原
蓄
諸
方
策
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
一
九
四
七
年
に
入
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
傾
斜
生
産
方

式
に
よ
る
工
業
再
建
を
始
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
生
産
再
開
の
た
め
に
は
、
独
占
資
本
に
対
す
る
復
金
融
資
、
価
格
差
補
給
金
を

始
め
と
す
る
国
家
資
金
の
大
幅
な
撤
布
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
財
政
負
担
は
徴
税
の
強
行
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
国
民

大
衆
に
お
お
い
か
ぶ
さ
り
、
と
く
に
そ
の
農
業
部
門
に
対
す
る
重
圧
は
大
き
か
っ
た
。

　
例
え
ぼ
、
　
一
九
四
七
年
度
の
「
農
家
の
租
税
公
課
負
担
状
況
調
査
」
（
農
林
省
統
計
調
査
部
）
に
よ
れ
ぼ
、
丁
度
、
こ
の
調
査
期
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

（
一
九
四
七
・
三
～
一
九
四
八
・
二
）
が
二
九
四
八
年
初
頭
の
改
正
税
法
に
１
よ
る
所
得
税
の
強
行
徴
収
に
至
る
時
期
」
に
当
っ
て
い
た

た
め
、
米
麦
作
農
家
の
租
税
公
課
の
負
担
（
二
戸
当
平
均
）
は
、
農
業
所
得
の
二
九
・
九
％
（
約
三
割
）
に
及
び
、
し
か
も
「
租
税
は
現
金

で
支
払
う
も
の
で
あ
る
か
ら
農
業
の
現
金
収
入
か
ら
支
払
う
と
す
れ
ぼ
三
二
・
八
％
」
、
ま
た
こ
の
現
金
収
入
か
ら
現
金
経
営
費
（
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

だ
し
償
却
費
を
除
く
）
を
支
払
っ
た
現
金
農
業
所
得
に
対
し
て
は
実
に
四
〇
・
九
％
の
負
担
割
合
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
同
調
査
に
よ
れ
ぼ
、
こ
の
農
業
現
金
所
得
は
、
家
族
家
計
費
の
現
金
支
払
部
分
に
も
充
当
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
残
額
は
二
〇
、

六
一
二
円
で
、
こ
れ
で
は
課
税
額
二
四
、
三
八
四
円
に
対
し
て
赤
字
と
な
り
、
繕
局
、
こ
れ
ら
の
農
家
は
差
額
分
た
る
「
三
、
七
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

二
円
を
負
債
に
よ
る
か
、
子
女
を
働
き
に
出
し
て
先
金
を
得
て
納
付
す
る
な
ど
の
処
置
に
た
よ
る
ほ
か
は
な
い
」
と
報
告
し
て
い
る
。

　
翌
四
八
年
の
同
調
査
に
お
い
て
、
負
担
率
は
若
干
軽
減
し
て
い
る
が
、
た
お
所
得
税
の
大
量
徴
収
に
よ
っ
て
、
　
「
個
別
の
農
家
で

は
赤
字
の
も
の
も
多
く
見
受
け
ら
れ
」
、
あ
る
い
は
「
農
家
の
飯
米
と
し
て
の
保
有
分
を
法
外
な
闇
価
格
で
計
算
し
課
税
」
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

た
め
、
　
「
農
家
の
食
事
代
の
主
要
部
分
た
る
飯
米
に
過
大
な
前
払
い
の
税
金
が
課
税
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
る
と
し
、
こ
の
よ
う
な
激

　
　
　
現
段
階
に
■
お
げ
る
農
業
危
機
（
上
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
（
五
七
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
（
五
七
四
）

し
い
所
得
税
の
徴
収
は
、
　
「
農
民
経
済
の
実
態
か
ら
み
る
と
決
し
て
、
。
実
質
的
な
担
税
力
を
有
す
る
の
で
は
た
く
収
入
は
増
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

も
、
農
業
の
再
生
産
も
生
活
の
維
持
も
困
難
狂
実
情
に
あ
る
」
と
農
政
当
事
者
を
嘆
か
せ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
農
家
現
金
所
得
に
対
す
る
租
税
公
課
の
負
担
率
を
戦
前
と
対
比
す
れ
ば
、
一
九
三
四
年
の
一
二
・
三
％
に
対
し
て
、

戦
後
の
一
九
四
六
年
に
は
二
二
・
一
劣
が
、
四
七
年
に
は
三
〇
・
二
劣
、
四
八
年
に
は
二
三
・
七
％
（
た
だ
し
戦
前
は
全
戸
平
均
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
戦
後
ぱ
そ
れ
と
比
較
す
る
意
味
で
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
農
家
の
平
均
）
と
、
四
七
－
四
八
年
で
は
、
戦
前
の
二
－
三
倍
に
も
な

　
　
（
１
５
）

っ
て
お
り
、
農
地
改
革
実
施
の
起
点
を
な
す
一
九
四
七
年
以
後
、
わ
が
国
の
農
家
経
済
は
、
敗
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
農
村
イ
ソ
フ
レ
景

気
を
よ
そ
に
、
実
は
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
以
上
の
供
出
・
税
金
に
加
え
て
、
シ
ェ
ー
レ
（
工
業
生
産
物
と
農
業
生
産
物
の
鋏
状
価
格
差
）
の
拡
大
が
独
占
資
本
の
農
民

収
奪
政
策
と
し
て
お
し
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
、
こ
の
時
期
の
地
主
に
よ
る
小
作
地
取
上
げ
の
激
化
、
あ
る
い
は
農
村
人
口
の
増
大

（
海
外
・
軍
隊
か
ら
の
復
員
引
揚
げ
ま
た
は
失
業
に
よ
る
帰
村
・
帰
農
者
の
増
加
）
に
と
も
な
う
耕
作
規
模
の
零
細
化
と
と
も
に
、
農
業
生
産

の
停
滞
と
農
民
経
営
の
全
般
的
崩
落
傾
向
（
零
細
窮
迫
化
）
を
導
び
き
出
し
た
。

　
し
か
る
に
ま
た
、
一
九
四
九
年
に
入
る
と
、
独
占
資
本
は
、
そ
の
問
に
激
化
し
た
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
を
収
束
す
る
た
め
に
、
ド

ッ
ジ
ニ
フ
イ
ソ
の
設
定
に
よ
る
デ
ィ
ス
イ
ソ
フ
レ
政
策
へ
の
転
換
を
は
か
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
目
本
経
済
は
ド
ッ
ジ
不
況
と
よ
ば

れ
る
景
況
悪
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
最
大
の
被
害
を
受
け
た
の
は
中
小
企
業
と
農
業
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
デ
ィ
ス
ィ

ソ
フ
レ
政
策
い
金
融
引
締
め
措
置
に
よ
っ
て
、
中
小
企
業
の
倒
産
が
続
出
し
、
あ
る
い
は
企
業
合
理
化
・
行
政
整
理
を
名
と
す
る
多

数
の
首
切
り
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
大
量
の
失
業
が
発
生
し
た
が
、
そ
の
多
く
は
農
村
に
帰
農
者
と
し
て
収
容
さ
れ
た
。
こ
う
し

て
、
ド
ッ
ジ
ニ
フ
イ
ソ
は
、
農
地
改
革
の
進
行
途
上
に
あ
る
戦
後
わ
が
国
の
農
民
経
済
の
窮
乏
化
に
抽
車
を
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。



そ
し
て
そ
の
あ
ら
わ
れ
が
、
農
家
経
済
の
全
階
層
的
な
赤
字
と
耕
作
放
棄
の
全
国
的
発
生
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
ま
ず
前
者
に
っ
い
て
み
れ
ば
、
さ
き
に
一
九
四
七
年
時
に
は
、
農
業
所
得
で
は
家
計
費
と
公
租
公
課
を
ま
か
な
え
ず
、
農
外
兼
業

所
得
を
加
え
て
、
よ
う
や
く
農
家
経
済
の
赤
字
を
免
れ
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
四
九
年
時
に
は
、
農
業
所
得
は
も
と
よ
り
、
農
外
所

得
を
加
、
疋
た
農
家
所
得
を
も
っ
て
し
て
も
、
家
計
費
と
公
租
公
課
に
お
い
つ
か
ず
、
し
た
が
っ
て
、
農
家
経
済
余
剰
が
一
万
二
千
余

円
の
赤
字
を
示
す
こ
と
に
な
る
（
第
四
表
参
照
）
。
し
か
も
こ
れ
を
階
層
別
に
み
れ
ぼ
、
最
上
層
（
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
観
模
層
）
に
お
い

て
さ
え
、
こ
の
年
に
は
約
六
千
円
の
農
家
経
済
余
剰
の
赤
字
が
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
農
業
所
得
の
み
で
は
、
家
計
費
お
よ
び
租
税
諸
負

担
を
到
底
充
足
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
、
農
家
経
済
は
疲
弊
し
て
い
る
（
第
五
表
参
照
）
。
こ
の
よ
う
に
、
最
上
層
を
ふ
く
め

た
全
階
層
が
赤
字
と
な
る
の
は
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
、
こ
の
年
と
昭
和
農
業
恐
慌
期
の
ど
ん
底
に
な
る
一
九
三
〇
１
三
一
年
以
外

に
は
見
出
せ
な
い
。

　
ま
た
耕
作
放
棄
は
、
一
九
四
八
年
夏
作
の
み
で
も
、
北
陸
・
東
北
・
北
海
道
等
の
単
作
地
帯
を
中
心
に
、
そ
の
面
積
は
二
万
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

三
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
内
水
田
一
万
八
三
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
戸
数
に
し
て
三
万
一
二
三
五
戸
に
の
ぽ
っ
た
が
、
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

改
革
過
程
の
耕
作
農
民
に
過
重
た
供
出
と
税
金
が
賦
課
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
耕
作
放
棄
は
独
占
資
本
に
よ
る
農

民
収
奪
政
策
に
対
す
る
農
民
の
消
極
的
低
抗
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ
は
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
「
中
富
農
層
の
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

営
縮
少
で
あ
る
と
と
虹
に
、
他
方
で
は
貧
農
の
農
業
か
ら
の
駆
遂
」
と
い
う
形
で
、
農
氏
の
全
般
的
零
落
化
に
抽
車
を
か
け
る
こ
と

と
た
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
一
九
四
八
－
四
九
年
時
の
耕
作
放
棄
の
全
国
的
発
生
は
、
さ
き
の
農
家
経
済
の
全
階
層
的
た
赤
字
と
と
も

に
・
、
　
「
農
業
危
機
の
一
断
面
」
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
ま
さ
に
一
九
四
七
－
四
九
年
時
を
通
じ
て
、

　
　
　
現
段
階
に
お
げ
る
農
業
危
機
（
上
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
五
七
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
五
七
六
）

わ
が
国
農
民
は
、
改
革
過
程
で
の
地
主
反
動
（
小
作
地
取
上
げ
、
小
作
地
売
逃
げ
等
）
に
対
す
る
土
地
闘
争
と
と
も
に
、
強
権
供
出
反
対

闘
争
、
反
税
金
闘
争
を
主
要
な
闘
争
課
題
と
し
て
、
広
は
ん
な
農
民
運
動
を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
過
程
で
危

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

機
の
理
論
と
し
て
の
、
「
二
つ
の
道
」
の
理
論
お
よ
び
そ
れ
を
め
ぐ
る
論
議
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
も
理
由
の
た
い
こ
と
で
は
な
い
。

　
次
に
一
九
五
〇
年
に
入
っ
て
、
農
地
改
革
が
一
段
落
し
、
ま
た
こ
の
年
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需
ブ
ー
ム
が
日
本
資
本

主
義
の
独
占
資
本
再
編
の
基
礎
構
築
を
急
速
に
お
し
進
め
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
時
点
で
農
業
部
面
で
も
、
さ
き
の
ド
ッ
ジ
．
ラ
ィ

ソ
に
よ
る
不
況
を
脱
却
し
、
さ
ら
に
商
業
的
農
業
の
展
開
を
と
も
な
い
っ
っ
、
農
業
生
産
カ
自
体
の
上
昇
が
果
さ
れ
て
い
く
。
　
（
農

業
生
産
指
数
は
一
九
五
〇
～
五
一
年
時
に
戦
前
水
準
突
破
）
こ
う
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
期
に
は
、
目
本
経
済
は
全
般
的
に
は
、
第

－
部
門
（
消
費
資
料
生
産
部
門
）
優
位
で
の
生
産
展
開
を
示
し
つ
つ
、
そ
の
下
で
農
業
の
安
定
化
１
１
零
細
自
作
農
制
の
維
持
と
農
民
経

済
の
好
転
（
農
家
経
済
バ
ラ
ソ
ス
の
赤
字
よ
り
黒
字
へ
の
転
化
）
が
は
か
ら
れ
、
戦
後
農
業
段
階
に
お
け
る
第
一
階
梯
が
劃
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
時
点
で
、
農
地
改
革
の
も
っ
積
極
的
要
因
（
高
率
小
作
料
の
重
圧
排
除
）
が
、
上
述
の
ご
と
き
敗
戦
後
の
日
本
農
業
の

危
機
の
展
開
、
激
化
を
曲
り
な
り
に
も
阻
止
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
ま
た
、
一
九
五
〇
年
代
の
後
半
期
に
１
い
た
っ
て
日
本
資
本
主
義
と
目
本
農
業
は
新
し
い
局
面
を
迎
え
る
。
こ
こ
で
は
、
工

業
生
産
の
伸
長
（
し
か
も
前
段
と
異
な
っ
て
第
－
部
門
〔
生
産
手
段
生
産
部
門
〕
を
規
制
者
と
し
、
し
か
も
新
鋭
重
化
学
工
業
創
出
を
軸
と
す
る
）

に
導
び
か
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
日
本
資
本
主
義
の
「
高
度
成
長
」
１
１
「
強
」
蓄
積
期
に
１
入
っ
て
、
農
業
そ
れ
自
体
は
、
一
九
五
五
年
以
後

の
連
年
豊
作
に
表
象
さ
れ
る
よ
う
な
零
細
耕
作
基
盤
で
の
，
「
一
っ
の
新
し
い
生
産
力
段
階
」
に
達
し
な
が
ら
、
い
ま
や
高
度
独
占
の

支
配
す
る
と
こ
ろ
と
た
っ
た
日
本
資
本
主
義
の
下
で
、
農
地
改
革
の
っ
く
り
出
し
た
零
細
所
有
に
基
づ
く
狭
小
な
生
産
単
位
の
ま
ま

で
は
、
農
業
生
産
力
の
展
開
に
限
界
が
し
か
れ
、
停
滞
的
傾
向
に
転
ず
る
の
は
避
け
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
五



年
を
ほ
ぼ
起
点
に
、
戦
後
の
わ
が
国
農
業
で
は
、
農
業
生
産
力
の
一
定
の
発
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
農
業
恐
慌
期
に
み
ら
れ
た

と
こ
ろ
の
農
家
経
済
の
分
解
が
進
行
し
、
国
民
経
済
の
面
で
、
農
業
・
農
民
を
目
本
経
済
の
最
底
辺
に
お
し
下
げ
る
ほ
ど
の
激
し
い

地
盤
沈
下
と
工
農
格
差
（
生
産
・
所
得
）
の
拡
大
化
と
い
っ
た
事
態
が
現
出
し
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

　
こ
の
「
農
家
経
済
に
お
け
る
広
汎
な
解
体
過
程
の
進
行
」
と
い
わ
れ
る
問
題
は
、
戦
前
と
同
じ
く
、
農
業
所
得
に
よ
る
家
計
費
の

充
足
率
が
極
度
に
低
下
し
、
農
外
所
得
（
と
く
に
賃
銀
俸
給
収
入
）
へ
の
依
存
度
が
著
増
す
る
と
い
う
彫
で
、
　
「
農
家
経
済
が
一
段
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

狭
隆
な
基
礎
上
に
立
た
さ
れ
る
」
こ
と
を
指
す
が
、
戦
後
の
場
合
、
次
の
よ
う
な
点
が
注
意
さ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
第
四
・
第
五
表
に
よ
れ
ば
、
農
業
所
得
に
よ
る
家
計
費
充
足
率
が
、
全
戸
平
均
で
み
て
、
昭
和
初
期
（
一
九
三
五
〔
昭

和
一
〇
〕
年
頃
ま
で
）
は
、
一
九
三
〇
ー
ゴ
ニ
（
昭
和
五
～
六
）
年
の
七
〇
％
を
除
き
、
九
〇
劣
を
終
始
し
、
戦
後
段
階
で
は
、
一
九
五

〇
１
五
五
年
に
お
い
て
七
〇
１
八
○
％
台
で
、
上
述
の
戦
前
の
時
期
に
ほ
ぼ
近
い
が
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
期
（
昭
和
三
〇
年
代
）
に

入
る
と
、
六
〇
％
台
に
低
下
し
、
さ
ら
に
一
九
六
〇
年
代
（
昭
和
三
五
年
以
降
）
に
は
五
〇
劣
に
な
り
、
最
近
（
一
九
六
九
～
七
一
年
時
）

で
は
、
四
〇
％
よ
り
三
〇
劣
台
へ
と
激
落
の
一
途
を
っ
き
進
ん
で
い
る
。
ま
た
農
業
依
存
度
（
農
家
所
得
に
お
げ
る
農
業
所
得
の
比
重
）

も
、
戦
前
（
一
九
四
〇
年
ま
で
）
で
は
、
一
九
三
一
年
時
を
除
き
七
〇
１
八
○
劣
を
保
持
し
て
い
た
が
、
戦
後
の
一
九
五
〇
年
代
に
は
、

六
〇
劣
、
そ
れ
が
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
五
〇
劣
へ
、
さ
ら
に
六
三
年
以
後
は
四
〇
〃
台
に
お
ち
こ
み
、
最
近
の
一
九
七
一
年
に

は
三
〇
％
を
下
廻
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
急
速
な
低
下
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
い
ま
や
家
計
費
充
足
率
な
い
し
農
業
依
存
度
が
三
〇
％
内
外
に
な
っ
て
い
る
事
態
は
、
戦
後
わ
が
国
の
零
細
基
盤

で
の
農
業
生
産
の
存
立
を
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
小
農
民
経
営
体
制
の
実
質
を
保
持
し
う
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
換
言
す
れ
ぼ
、

わ
が
国
に
お
い
て
「
小
農
体
制
の
解
体
」
あ
る
い
は
「
農
業
解
体
」
が
唱
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
内
容
を
、
最
近
の
農
家
経
済
の
実
態
が

　
　
　
現
段
階
に
お
け
る
農
業
危
機
（
上
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
五
七
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
五
七
八
）

示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
こ
の
「
農
家
経
済
の
広
汎
な
解
体
」
の
内
容
を
な
す
農
業
所
得
に
よ
る
家
計
費
充
足
率
の
極
度
の
低
下
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
際
、
後
者
の
家
計
費
に
つ
い
て
は
、
国
独
資
に
よ
る
大
衆
収
奪
の
手
段
と
し
て
の
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
Ｈ
物
価
騰
貴
↓
家
計

費
増
大
の
側
面
が
、
ま
た
前
者
の
農
業
所
得
に
つ
い
て
は
、
粗
収
益
に
対
す
る
農
業
経
営
費
の
上
昇
の
間
題
と
し
て
、
シ
ェ
ー
レ

（
工
農
生
産
物
の
不
等
価
交
換
）
を
ふ
く
め
た
国
独
資
に
よ
る
農
業
か
ら
の
価
値
収
奪
の
面
が
、
戦
前
よ
り
強
化
さ
れ
て
あ
ら
わ
れ
て

き
て
い
る
こ
と
を
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
一
九
五
五
年
以
後
の
「
農
家
経
済
の
広
汎
な
解
体
過
程
」
を
も

た
ら
し
た
も
の
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
本
格
化
さ
れ
た
戦
後
わ
が
国
の
巨
大
独
占
資
本
の
蓄
積
方
式
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
農
業
へ

の
支
配
力
、
作
用
カ
を
無
視
し
て
は
な
ら
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
農
業
内
部
の
間
題
と
し
て
、
こ
の
「
農

家
経
済
の
広
汎
な
解
体
過
程
」
を
把
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
戦
後
の
わ
が
国
に
お
げ
る
「
農
家
経
済
の
広
汎
た
解
体
過
程
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

問
題
を
、
　
「
農
業
危
機
の
（
基
礎
）
条
件
」
あ
る
い
は
「
『
農
業
危
機
』
の
深
化
と
し
て
把
握
さ
れ
る
重
要
た
側
面
」
で
あ
る
と
す
る
た

め
に
は
、
少
な
く
と
も
右
の
点
を
考
慮
に
入
れ
た
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
以
上
を
前
提
に
、
農
家
経
済
の
解
体
の
進
行
す
る
「
強
」
蓄
積
段
階
で
の
農
民
層
分
解
の
形
態
と
性
格
を
吟
味
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
最
近
再
び
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
る
農
業
危
機
の
間
題
を
追
求
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
さ
き
に
第
四
表
で
示
し
た
農
業
所
得
に
よ
る
家
計
費
充
足
率
の
極
度
の
低
下
と
い
う
こ
と
が
、
経
営
観
模
別
に
１
は
ど
の
よ
う
に
あ

ら
わ
れ
て
い
る
か
を
第
五
表
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
戦
前
の
一
九
二
六
（
昭
和
元
）
年
か
ら
一
九
三
二
－
三
三
へ
昭
和
七
～
八
）
年
に
い

た
る
最
上
層
を
除
く
全
階
層
（
こ
の
う
ち
一
九
三
〇
～
三
二
〔
昭
和
五
～
七
〕
年
は
文
字
通
り
全
階
層
）
に
お
い
て
、
農
業
所
得
で
家
計
費

を
ま
か
た
え
る
と
い
う
状
態
が
戦
後
に
生
ず
る
の
は
、
　
一
九
五
五
年
以
後
、
と
く
に
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
以
後
の
時
期
で
あ

■



る
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
戦
前
の
そ
れ
と
同
一
に
取
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
例
え
ば
、
戦
前
の
場
合
、
そ

の
充
足
率
は
○
・
五
－
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
に
お
い
て
な
お
七
０
１
八
○
％
（
一
九
三
〇
～
三
一
年
時
を
除
く
）
を
保
持
し
て
い
た
の
に
対

し
て
、
戦
後
の
最
近
の
時
点
で
は
、
五
〇
％
か
ら
三
〇
％
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
戦
前
の
八
○
劣
台
を
保
持
し
う
る
階
層
を
戦
後

に
求
め
れ
ぱ
、
一
－
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
中
上
層
（
最
近
の
七
一
年
時
で
は
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
）
に
移
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、

充
足
率
の
低
下
、
し
た
が
っ
て
プ
ロ
化
が
上
層
に
ま
で
進
展
し
て
き
て
お
り
、
小
農
民
経
営
を
基
盤
と
す
る
既
存
農
業
構
造
の
否
定

を
促
が
す
と
い
う
意
味
で
、
農
家
経
済
の
解
体
は
、
単
な
る
農
民
層
分
解
の
進
行
と
し
て
の
み
把
え
る
に
は
余
り
に
も
深
刻
な
問
題

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
次
に
分
解
の
彩
態
と
し
て
農
民
層
分
解
を
土
台
に
農
業
の
資
本
主
義
的
再
編
成
と
い
う
間
題
が
出
て
く
る
。
し
か
し

一
方
で
は
、
　
「
農
家
経
済
の
広
汎
な
解
体
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
現
在
の
農
業
の
解
体
と
い
う
事
態
と
の
対
比
で
考
え
て
み
れ
ば
、

そ
れ
は
後
者
が
前
老
を
凌
ぐ
と
い
う
形
で
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
農
業
の
急
速
な
進
行
に
対
し
て
資
本
主
義
的
な
再

編
成
は
立
ち
お
く
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
農
業
解
体
の
過
程
の
主
要
因
が
、
前
述
の
独
占
資
本
の
農
業
収
奪
に

基
づ
く
と
こ
ろ
の
工
業
に
。
対
す
る
農
業
の
絶
望
的
な
立
ち
お
く
れ
、
す
た
わ
ち
格
差
の
拡
大
に
あ
り
、
し
か
も
改
革
後
の
零
細
所
有

・
経
営
制
の
下
で
は
、
そ
れ
が
絶
対
的
た
拡
大
へ
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
（
そ
れ
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
製
造
工
業

の
付
加
価
値
生
産
性
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
も
の
と
し
て
単
位
時
問
当
り
農
業
純
生
産
と
、
こ
の
付
加
価
値
生
産
の
一
部
を
た
す
製
造
工
業
の
時
問
当
り

賃
金
率
を
比
較
し
て
も
〔
そ
れ
は
も
と
も
と
不
合
理
た
比
較
で
あ
る
が
〕
、
一
九
六
七
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
そ
の
後
、
連
年
格
差
を
拡
大
し
て
い
る
。

１
第
六
表
参
照
）
故
に
、
農
業
内
部
で
も
、
分
解
の
進
行
と
と
も
に
、
富
農
の
彬
成
が
行
な
わ
れ
な
が
ら
、
そ
の
中
農
、
ま
た
は
中
農

以
下
へ
の
絶
え
ざ
る
埋
没
を
と
も
な
う
と
こ
ろ
の
分
解
の
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
え
た
い
。

　
　
　
　
現
段
階
に
お
け
る
農
業
危
機
（
上
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
（
五
七
九
）
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５
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０
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０
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一
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６

１

１

２

２

３

３

時
純
１
業
、

働
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労
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９
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１
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７

２
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業
当
産

１

ユ ８
９
１

農
間
生

年
年
年
年
年
年
年
年

８
５

０
６

２
６

５
６

７
６

８
６

９
６

０
７

９
１

９
ユ

９
１

９
ユ

９
ユ

９
ユ

９
１

９
ユ

　
○
　
出
　
算
　
り
　
よ
　
に
　
字。
数

の
」

も
査
の
調
均
計
平
統
模
労
規
勤
上
月
以
毎
人
「
５
省
は
働
金
労
賃
び
均
よ
平
お
り
」
当
査
間
調
時
済
－
経
者
家
働
農
労
「
用
掲
常
前

１
〕
２
）

）考備（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
（
五
八
○
）

　
例
え
ぱ
、
第
七
表
に
よ
れ
ば
、
農
家
の
減
少
が
一
九
六
五
－
七
〇
年
時
に
は
、

前
の
時
点
（
一
九
六
〇
～
六
五
年
）
よ
り
も
一
段
高
い
一
・
五
－
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル

層
に
ま
で
及
ん
で
い
る
が
、
一
方
で
は
、
．
こ
の
時
期
の
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層

の
増
加
数
な
い
し
増
加
率
は
、
六
〇
年
代
前
半
期
よ
り
も
大
き
な
高
ま
り
を
示

し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
現
在
上
層
農
へ
の
上
向
化
の
動
き
が
明
ら

か
に
看
取
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
農
層
（
一
」
こ
で
は
取
敢
え
ず
、
農
業
所
得

で
少
な
く
と
も
家
計
費
を
充
足
し
う
る
階
層
を
中
農
と
考
え
る
）
な
い
し
そ
れ
以
上
の

農
民
階
層
の
総
農
家
戸
数
に
対
す
る
ウ
エ
イ
ト
を
み
れ
ば
、
経
営
耕
地
規
模
別

（
都
府
県
）
視
点
に
よ
る
限
り
、
一
九
六
〇
年
よ
り
、
六
五
年
、
七
〇
年
に
か
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

て
、
七
・
．
四
％
、
四
・
六
％
、
二
・
六
％
と
問
断
な
く
低
下
し
て
き
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
中
農
な
い
し
以
上
層
は
、
そ
の
内
部
で
上
向
傾
向
を
た
ど
り

な
が
ら
、
全
体
と
し
て
の
ウ
ェ
ィ
ト
は
た
え
ず
低
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
た
る
。

こ
の
点
を
さ
き
の
農
業
解
体
の
間
題
と
関
係
さ
せ
て
考
え
る
と
、
い
ま
述
べ
た

上
向
の
路
線
が
、
他
方
の
農
業
解
体
の
過
程
に
ど
う
し
て
も
追
い
っ
か
た
い
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
最
近
の
零
細
自
作
農
制
の
い
き
づ
ま
り
を

戦
前
の
「
農
村
解
体
」
と
対
比
し
て
第
二
次
大
戦
後
の
新
し
い
次
元
で
の
「
型
」

の
分
解
と
し
て
把
え
、
そ
れ
は
結
局
は
、
戦
後
の
目
本
資
本
主
義
の
蓄
積
基
盤
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０
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．

１
）

（）考備（

現
段
階
に
お
け
る
農
業
危
機
（
上
原
）

九
○るよに字数」スサンセ業林農界世「年各

２
）ｆ
、

を
脅
か
す
も
の
と
し
て
、
農
業
危
機
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
ま
た
、
商
杜
資
本
に
よ
る
農
業
掌
握
の
間
題
に
つ
い
て
も
、

同
じ
く
戦
前
の
「
農
村
解
体
」
の
時
期
に
お
げ
る
養
蚕
農
家
に
対
す

る
製
糸
大
資
本
の
特
約
取
引
と
対
比
し
て
提
起
し
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。
こ
の
商
杜
資
本
に
よ
る
イ
ソ
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
問
題
を
、

農
業
構
造
の
新
し
い
再
編
成
の
間
題
と
し
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

て
い
く
か
、
こ
れ
は
戦
前
に
な
い
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
そ

こ
で
は
な
お
、
加
工
・
流
通
過
程
か
ら
の
近
代
化
Ｈ
資
本
の
浸
透
が

先
行
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
資
本
に
よ
る
生
産
過
程
そ
の
も
の
の

掌
握
に
ま
で
た
ち
至
っ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
今
後
、
そ
れ
が
全

面
化
す
る
に
し
て
も
、
安
価
な
海
外
か
ら
の
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
の

余
剰
農
産
物
（
食
料
・
飼
料
）
の
大
量
輸
入
と
照
応
し
つ
つ
、
あ
る
い

は
こ
れ
に
依
存
す
る
形
で
、
上
か
ら
の
資
本
主
義
的
再
編
を
お
し
進

め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
し
か
し
そ
の
場
合
、
上
述
の
過
程
に
よ
る
現
行
農
業
制
度
の
解
体

（
こ
れ
は
「
農
業
近
代
化
」
と
呼
ぱ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
）
は
生
産
農
民
を
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
五
八
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
（
五
八
二
）

品
生
産
者
た
る
地
位
か
ら
、
１
資
本
に
対
す
る
デ
・
フ
ァ
ク
ト
の
労
働
者
に
お
い
落
し
、
彼
ら
を
よ
り
、
・
・
ゼ
ラ
ブ
ル
な
移
で
資
本
の
下

に
つ
な
ぎ
と
め
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
く
し
て
、
わ
が
国
の
農
業
生
産
は
「
そ
れ
自
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
農
業
生
産
力
の
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

常
な
発
展
の
基
礎
そ
の
も
の
が
破
壌
さ
れ
」
ざ
る
を
え
た
く
な
る
。
故
に
、
こ
の
よ
う
な
形
で
の
再
編
は
、
ま
さ
に
目
本
の
農
業
生

産
の
自
主
的
・
合
理
的
展
開
、
さ
ら
に
は
経
済
の
自
律
的
構
成
の
保
持
を
阻
止
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
現
段
階
で
の
農
業
危
機
を
考

え
る
際
の
間
題
の
枢
要
点
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
以
上
が
農
業
危
機
の
戦
前
と
戦
後
の
実
態
と
そ
の
特
質
に
つ
い
て
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
最
後
に
、
農
業
危
機
と
い
う

も
の
を
い
か
に
規
定
す
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

　
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
点
に
差
異
を
ふ
く
む
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
常
盤
政
治
「
農
業
恐
慌
と
農
業
危
機
」
　
（
土
地
制
度
史

学
会
編
『
農
業
危
機
の
現
段
階
的
性
格
』
一
九
六
三
年
、
御
茶
の
水
書
房
刊
所
収
）
、
宮
川
史
成
・
堤
谷
石
雄
「
農
業
に
お
げ
る
危
機
の

深
化
と
そ
の
背
景
」
（
「
経
済
」
一
九
六
五
年
十
二
月
号
所
収
）
、
山
彩
三
郎
「
農
業
危
機
の
現
状
と
性
格
」
（
「
前
衛
」
一
九
六
六
年
一
月

号
所
収
）
、
星
埜
惇
「
『
農
業
危
機
』
概
念
の
混
乱
を
め
っ
ぐ
て
」
（
「
商
学
論
集
」
第
三
五
巻
第
二
号
、
　
一
九
六
六
年
九
月
所
収
）
、
唐
沢

真
一
郎
「
高
度
経
済
成
長
下
の
目
本
農
業
の
収
奪
構
造
」
（
「
前
衛
」
一
九
六
七
年
十
月
号
所
収
）
、
座
談
会
「
い
ま
の
農
村
が
か
か
え
て

い
る
問
題
」
報
告
〔
宮
川
史
成
〕
－
「
小
経
営
の
危
機
と
そ
れ
を
も
た
ら
し
て
い
る
も
の
」
（
「
経
済
」
一
九
六
九
年
三
月
所
収
）
、
花
田
仁
伍

「
小
農
制
の
危
機
と
農
家
経
済
」
（
「
労
働
・
農
民
運
動
」
一
九
七
〇
年
一
月
号
所
収
）
等
が
あ
げ
れ
る
。

　
例
え
ぱ
、
河
相
一
成
「
米
作
に
お
げ
る
国
家
独
占
資
本
主
義
の
支
配
と
農
民
層
分
解
」
（
井
野
・
揮
峻
．
重
富
編
『
国
家
独
占
資
本
主
義

と
農
業
』
下
巻
、
一
九
七
一
年
、
大
月
書
店
刊
所
収
）
三
六
四
～
三
六
七
べ
－
ジ
参
照
。

　
山
田
勝
次
郎
「
目
本
農
業
構
造
の
発
展
に
つ
い
て
」
　
「
杜
会
科
学
」
一
九
四
八
年
五
月
号
所
収
、
二
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
井
上
晴
丸
『
目
本
資
本
主
義
の
発
展
と
農
業
及
び
農
政
』
一
九
五
七
年
、
中
央
公
論
杜
刊
、
二
八
一
～
二
八
ニ
ベ
ー
ジ
。

　
山
田
盛
太
郎
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
一
九
三
四
年
、
岩
波
書
店
刊
、
五
〇
～
五
一
ぺ
ー
ジ
参
照
。

　
井
上
前
掲
書
、
三
二
九
～
三
三
〇
べ
ー
ジ
参
照
。



（
７
）
　
同
上
書
、
二
八
八
ぺ
ー
ジ
。

（
８
）
　
山
田
（
勝
）
前
掲
論
文
、
一
五
べ
ｉ
ジ
。

（
９
）
　
山
田
盛
太
郎
「
農
地
改
革
の
歴
史
的
意
義
」
・
『
戦
後
日
本
経
済
の
諸
問
題
』
一
九
四
九
年
、
有
斐
閣
刊
所
収
、
一
八
四
べ
－
ジ
。

（
１
０
）
　
政
治
経
済
研
究
所
「
昭
和
九
－
十
一
年
と
戦
後
に
お
げ
る
農
民
と
労
働
者
の
生
活
水
準
の
変
動
」
一
九
五
一
年
刊
、
七
二
ぺ
－
ジ
。

（
ｕ
・
１
２
）
　
農
林
省
統
計
調
査
都
編
「
農
家
の
租
税
公
課
負
担
状
況
調
査
　
昭
和
二
二
年
」
一
九
四
九
年
、
農
林
統
計
協
会
刊
、
八
－
九
ぺ
ｉ

　
　
ジ
参
照
。

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

（
１
６
）

（
１
７
）

（
１
８
）

（
１
９
）

（
２
０
）

（
２
１
）

（
２
２
）

（
２
３
）

同
「
農
家
の
租
税
公
課
負
担
調
査
　
昭
和
二
三
年
」
一
九
五
〇
年
刊
、
一
〇
べ
ー
ジ
。

同
上
、
一
一
ぺ
ー
ジ
。

前
掲
、
政
経
研
究
所
資
料
八
二
ぺ
－
ジ
第
六
二
表
参
照
。

民
科
農
業
部
会
編
『
日
本
農
業
年
報
』
第
三
集
、
一
九
四
九
年
、
月
曜
書
房
刊
、
一
二
二
ぺ
－
ジ
参
照
。

　
同
上
書
、
　
一
二
三
ぺ
ー
ジ
。

拙
稿
「
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
二
つ
の
途
」
（
長
・
住
谷
編
『
近
代
日
本
経
済
思
想
史
１
』
一
九
七
一
年
、
有
斐
閣
刊
所
収
）
参
照
。

　
山
田
盛
太
郎
『
日
本
農
業
生
産
力
構
造
』
一
九
六
〇
年
、
岩
波
書
店
刊
、
ま
え
が
き
ｉ
べ
ー
ジ
。

　
山
田
盛
太
郎
『
日
本
農
業
再
生
産
構
造
の
基
礎
的
分
析
』
一
九
六
二
年
、
土
地
制
度
資
料
保
存
会
刊
、
七
べ
－
ジ
。

　
星
埜
前
掲
論
文
一
四
六
ぺ
－
ジ
お
よ
び
安
孫
子
麟
「
『
農
家
経
済
解
体
』
と
家
族
農
業
労
働
力
」
（
研
究
年
報
「
経
済
学
」
第
二
八
巻
第

三
・
四
号
所
収
）
五
八
ぺ
－
ジ
。

　
花
田
前
掲
論
文
、
一
七
八
べ
－
ジ
。

　
「
農
家
経
済
調
査
」
に
よ
っ
て
農
業
所
得
の
み
で
家
計
費
を
充
足
し
う
る
経
営
規
模
階
層
（
都
府
県
）
を
一
九
六
〇
年
、
六
五
年
、
七

〇
年
の
三
時
点
で
把
え
れ
ぱ
、
’
そ
れ
ぞ
れ
一
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
二
・
五
ヘ
ク
タ
ｉ
ル
以
上
層
と
た
る
の
で
、
こ
れ
ら

の
階
層
の
比
率
を
セ
ン
サ
ス
統
計
で
求
め
れ
ぱ
、
七
・
四
％
、
四
．
六
％
、
二
．
六
％
と
な
る
。

　
右
を
経
営
規
模
別
で
た
し
に
他
の
指
標
、
例
え
ぼ
農
業
所
得
階
層
別
（
一
九
六
九
年
）
で
み
れ
ぼ
、
二
一
〇
万
円
に
よ
る
農
業
所
得
を

あ
げ
る
階
層
が
家
計
費
充
足
率
一
〇
〇
％
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
階
層
の
農
産
物
販
売
金
額
は
一
七
〇
～
一
八
○
万
円
以
上
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
を
同
じ
く
セ
ソ
サ
ス
統
計
に
よ
っ
て
推
計
す
る
と
三
・
二
％
に
た
り
、
経
営
規
模
別
区
分
に
よ
る
比
率
と
大
差
な
い
こ
と
が
分

現
段
階
に
お
げ
る
農
業
危
機
（
上
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
五
八
三
）



（
２
４
）

（
２
５
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
五
八
四
）

る
。　

こ
の
巨
大
商
杜
の
農
業
進
出
の
実
態
に
っ
い
て
は
多
く
の
文
献
に
ょ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
取
敢
え
ず
吉
田
忠
「
畜
産
の
展
開
と
イ

ソ
テ
グ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
」
（
『
日
本
農
業
年
報
』
第
２
０
集
一
九
七
一
年
所
収
）
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
研
究
会
編
『
商
杜
資
本
の
農
業
進
出
』

一
九
七
一
年
、
全
国
農
業
会
議
所
刊
を
参
照
。

井
上
晴
丸
「
高
度
成
長
－
開
放
体
制
下
の
農
業
解
体
」
　
「
農
業
経
済
研
究
」
一
九
六
五
年
十
月
号
、
八
一
べ
－
ジ
。

二
　
農
業
危
機
の
把
握

　
農
業
危
機
は
、
こ
れ
ま
で
に
ふ
れ
た
ご
と
く
、
農
業
と
い
う
単
一
の
部
門
だ
け
の
危
機
を
さ
す
の
で
は
な
い
。
危
機
と
い
う
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
資
本
主
義
の
全
体
制
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
、
・
体
制
に
か
か
わ
る
概
念
で
あ
る
か
ら
、
農
業
部
門
の
何
ら
か
の

生
産
関
係
の
変
化
が
、
資
本
主
義
の
体
制
的
な
変
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
意
味
で
の
危
機
と
し
て
把
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
農
業
危
機
と
は
、
資
本
主
義
の
体
制
的
危
機
の
一
環
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
、
戦
後
の
零
細
農
制
の
下
で
の
「
農
家
経
済
の
解
体
」
と
い
う
間
題
を
、
戦
後
わ
が
国
の
農
業
危
機
の
主

内
容
の
一
っ
と
し
て
考
え
る
意
味
で
、
戦
前
と
の
対
比
に
お
い
て
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
わ
げ
で
あ
る
が
、
右
の
零
細

農
制
そ
れ
自
体
は
、
農
地
改
革
に
よ
っ
て
っ
く
ら
れ
、
戦
後
日
本
農
業
の
生
産
構
造
の
根
幹
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る

に
、
そ
れ
は
、
一
方
敗
戦
に
ー
よ
っ
て
再
編
成
さ
れ
、
高
度
独
占
の
形
を
と
っ
た
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
展
開
過
程
で
、
発
展
が
閉
ざ

さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
こ
の
行
き
詰
り
は
、
　
「
高
度
成
長
」
経
済
の
下
で
、
農
民
経
営
や
農
家
経
済
の
間
断
た
き
低
落
と
し
て
あ

ら
わ
れ
た
こ
と
も
既
に
述
べ
た
ご
と
く
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
た
零
細
農
制
そ
の
も
の
を
崩
壊
せ
し
め
る
ほ
ど
の
農
家
経
済
の
解
体
の
進
行
　
　
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
農
民



層
の
分
解
と
し
て
の
み
処
理
し
え
ず
、
い
わ
ぼ
全
階
層
的
な
も
の
と
し
て
、
戦
前
の
「
農
村
解
体
」
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
量
的
拡
が

り
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
　
　
が
、
ど
う
い
う
意
味
で
、
戦
後
目
本
資
本
主
義
の
体
制
的
危
機
に
つ
な
が
る
の
か
、
こ
の
点
が
改
め
て

間
わ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
戦
前
の
地
主
制
は
、
日
本
資
本
主
義
の
構
造
的
基
軸
を
構
成
し
、
ま
た
、
独
占
資
本
、
天
皇
制
と
と
も
に
、
日
本
の
支
配
体
制
の

主
要
構
成
部
分
を
な
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
主
要
構
成
、
す
な
わ
ち
権
力
機
構
の
一
部
で
あ
っ
た
地
主
制
の
危
機
は
、
当
然

に
目
本
資
本
主
義
の
危
機
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
戦
後
の
零
細
農
制
は
、
戦
前
の
地
主
制
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
位
置
に
は
な
く
、

戦
後
日
本
資
本
主
義
の
基
軸
は
独
占
資
本
に
お
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
後
の
零
細
農
制
（
小
農
民
経
営
）
は
基
本
的
ウ
ク
ラ
ッ

ド
た
る
独
占
資
本
主
義
的
ウ
ク
ラ
ッ
ド
に
従
属
す
る
地
位
に
お
か
れ
る
点
で
は
、
戦
前
の
地
主
制
と
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
地
主
制
が

半
封
建
的
ウ
ク
ラ
ツ
ド
と
し
て
独
自
の
構
成
体
的
基
礎
を
有
し
て
い
た
の
と
異
な
り
、
そ
れ
は
も
は
や
目
本
資
本
主
義
の
構
造
的
基

軸
た
り
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
そ
れ
は
基
軸
と
な
っ
た
独
占
資
本
に
対
し
て
、
そ
の
支
え
棒
な
い
し
補
強
物
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
ま
た
独
占
資
本
に
よ
る
蓄
積
の
基
盤
と
し
て
利
用
さ
れ
る
関
係
に
お
か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

　
目
本
資
本
主
義
が
、
戦
後
そ
の
「
深
い
谷
問
」
か
ら
は
い
上
り
、
独
占
資
本
と
し
て
再
編
を
果
す
た
め
に
は
、
旧
秩
序
の
変
革
い

「
民
主
化
」
を
進
め
つ
つ
、
　
「
再
版
原
蓄
」
を
強
行
す
る
こ
と
が
先
決
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
方
策
の
対
象
は
、
軍
解
体
、
軍
事

生
産
の
崩
壊
、
植
民
地
喪
失
に
よ
っ
て
顕
在
化
さ
れ
た
「
大
失
業
」
（
；
一
〇
〇
万
人
）
を
前
提
に
、
ぽ
う
大
な
労
働
力
群
を
規
制
し
、

こ
れ
を
支
配
掌
握
す
る
点
に
お
か
れ
た
。
農
地
改
革
、
強
権
供
出
を
テ
コ
と
す
る
低
米
価
・
低
賃
金
体
系
の
設
定
が
こ
れ
で
あ
る
。

戦
前
に
お
い
て
は
、
高
率
小
作
料
　
　
低
賃
金
を
軸
線
と
し
て
日
本
資
本
主
義
の
蓄
積
が
遂
行
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
戦
後
は
地
主

　
　
　
現
段
階
に
。
お
げ
る
農
業
危
機
（
上
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
五
八
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
五
八
六
）

制
解
体
後
の
零
細
所
有
制
の
下
で
必
然
化
す
る
低
米
価
を
基
礎
に
、
戦
後
わ
が
国
の
低
賃
金
軌
道
が
し
か
れ
、
あ
る
い
は
農
村
に
吸

収
．
堆
積
さ
れ
た
ぽ
う
大
な
過
剰
人
－
口
が
、
こ
の
低
賃
金
労
働
力
の
給
源
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
に
比
類
な
き
「
高
度
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

長
」
が
展
開
し
、
そ
の
過
程
で
二
三
二
・
四
－
二
三
八
・
九
％
（
一
九
六
〇
～
六
九
年
）
と
い
う
剰
余
価
値
率
に
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
の

激
し
い
搾
取
と
強
蓄
積
が
押
し
進
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
徹
底
し
た
低
賃
金
労
働
の
追
求
に
よ
る
高
利
潤
確
保
の
方
式
が
、
今
目
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
は
、
一
九
六
一
年
を
起
点
と

す
る
構
造
農
政
お
よ
び
そ
の
延
長
と
し
て
の
総
合
農
政
の
下
で
、
工
農
間
の
格
差
拡
大
に
促
が
さ
れ
つ
つ
、
　
「
農
家
経
済
の
解
体
」

と
そ
れ
に
基
づ
く
分
解
の
激
し
い
進
行
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
、
農
民
の
経
済
的
・
杜
会
的
地
位
が

ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
を
下
廻
る
ほ
ど
の
顛
倒
性
を
内
包
す
る
形
で
兼
業
プ
ロ
化
が
進
め
ら
れ
（
一
九
七
〇
～
七
一
年
時
か
ら
の
「
農
工
一
体
化
」
、

「
農
村
工
業
化
」
政
策
も
そ
の
路
線
上
に
あ
る
）
、
む
し
ろ
経
営
破
壊
と
農
家
総
兼
業
化
を
目
標
に
、
資
本
に
よ
る
低
賃
金
労
働
力
の
農

村
・
農
業
か
ら
の
引
き
出
し
が
目
論
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
右
の
「
高
度
成
長
」
１
－
強
蓄
積
を
踏
み
台
に
、
日
本
資
本
主
義
は
開
放
経
済
体
制
に
突
入
す
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
世

界
企
業
に
対
抗
し
っ
っ
国
際
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
、
企
業
の
生
産
規
模
の
大
型
化
を
め
ざ
し
た
産
業
再
編
成
と
と
も
に
、
低
賃

金
労
働
力
の
体
系
的
利
用
の
強
化
が
改
め
て
要
請
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
ま
た
、
資
本
に
と
っ
て
ヨ
リ
安
い
農
産
物
供
給
を
は
か
る
こ

と
が
急
務
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
出
現
す
る
の
が
総
合
農
政
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
食
管
会
計
赤
字
の
解
消
を
理
由
に
、
低
価
格

水
準
で
の
海
外
余
剰
農
産
物
の
輸
入
拡
大
を
企
図
し
て
、
い
わ
ゆ
る
米
「
過
剰
」
を
政
策
的
に
つ
く
り
出
す
こ
と
に
よ
り
、
六
九
年

以
後
、
米
価
の
連
年
据
え
お
き
（
七
一
年
ま
で
）
お
よ
び
米
減
反
Ｈ
生
産
調
整
（
七
〇
年
以
後
）
を
強
行
す
る
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で

の
構
造
農
政
の
下
で
曲
り
な
り
に
も
果
さ
れ
て
き
た
米
価
の
上
昇
が
一
時
的
に
せ
よ
抑
止
さ
れ
、
あ
る
い
は
農
業
生
産
そ
の
も
の
も



減
少
に
転
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
所
得
の
絶
対
的
低
下
が
示
さ
れ
、
農
家
所
得
の
伸
び
も
停
滞
す
る
な
ど
、
農
業
経
営
と
農
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

と
し
て
の
生
活
体
系
の
破
壌
が
一
段
と
押
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
戦
後
わ
が
国
の
農
民
は
、
零
細
所
有
Ｈ
零
細
農
耕
に
１
制
縛
さ
れ
る
こ
と
に
－
よ
っ
て
、
一
方
で
は
農
村
に
お
げ

る
政
治
的
安
定
層
（
小
所
有
者
と
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
に
対
抗
す
る
）
と
し
て
、
独
占
資
本
の
農
村
で
の
安
定
辮
に
な
る
と
と
も
に
、
他

方
で
は
、
前
述
の
ご
と
き
独
占
資
本
に
よ
る
激
し
い
価
値
収
奪
を
受
け
、
大
多
数
農
民
の
零
落
１
ー
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
化
が
促
が
さ
れ
、

そ
の
過
程
で
大
量
の
農
業
労
働
力
の
農
業
外
へ
の
排
出
が
行
な
わ
れ
て
、
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
低
賃
金
Ｈ
強
蓄
積
方
式
の
確
立
と

展
開
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
は
極
め
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
故
に
こ
の
零
細
農
制
は
、
前
述
の
よ
う
に
戦
前
の
地
主
制
の
ご
と
く
支
配
権
力
を
構
成
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
が
、
農
村
に
お
げ

る
独
占
支
配
の
重
要
な
支
柱
を
な
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
ご
と
く
、
戦
後
目
本
資
本
主
義
の
発
展
の
基
盤
と
し
て
利
用

さ
れ
て
き
た
零
細
農
制
は
、
そ
れ
自
身
一
定
の
展
開
を
果
し
な
が
ら
、
一
度
、
日
本
資
本
主
義
が
独
占
体
制
と
し
て
再
編
を
と
げ
る

や
否
や
、
　
「
高
度
独
占
が
支
配
す
る
段
階
・
－
－
…
に
お
い
て
、
独
り
農
業
だ
げ
が
、
前
時
代
的
た
孤
立
分
散
で
、
一
層
の
小
粒
化
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

生
産
観
模
に
固
定
化
さ
れ
る
と
い
う
没
段
階
的
な
矛
盾
」
の
故
に
、
そ
れ
は
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
さ
ら
に
零
細
農
制
自
体
の
解

体
に
－
も
及
ぽ
う
と
す
る
前
述
の
事
態
が
惹
き
起
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
終
始
独
占
の
発
展
基
盤
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
日
本
農
業
の
既
存
構
造
に
対
し
て
、
独
占
が
何
ら
か
の
改
変
を
迫
ら
ざ
る

を
え
な
い
新
た
な
矛
盾
の
発
現
（
し
か
も
そ
こ
で
は
農
業
生
産
自
体
も
停
滞
な
い
し
後
退
傾
向
に
お
ち
い
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
を
内
包
し
て
い

る
）
　
　
こ
れ
は
戦
後
目
本
資
本
主
義
に
と
っ
て
、
ま
た
目
本
農
業
に
と
っ
て
、
敗
戦
後
の
農
地
改
革
段
階
に
匹
敵
す
る
重
要
な
時

点
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
現
段
階
に
お
げ
る
農
業
危
機
（
上
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
（
五
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
（
五
八
八
）

　
こ
こ
で
注
意
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
は
、
戦
後
段
階
で
は
、
独
占
資
本
の
側
に
、
地
主
的
土
地
所
有
の
消
滅
後
も
な
お
持
ち
こ

さ
れ
、
固
定
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
農
民
の
小
生
産
（
零
細
農
耕
）
を
、
資
本
主
義
的
な
農
業
生
産
に
お
き
か
え
る
要
因
が
あ
る
の
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

い
え
ば
、
実
は
こ
の
小
生
産
に
「
と
っ
て
代
る
べ
き
農
業
の
資
本
主
義
的
進
化
が
、
資
本
主
義
の
体
制
的
危
機
に
の
み
こ
ま
れ
て
」

し
ま
っ
て
、
農
民
の
小
生
産
が
資
本
主
義
的
発
展
の
方
向
を
と
る
と
い
う
方
向
は
、
も
は
や
現
段
階
の
資
本
主
義
体
制
の
下
で
は
、

困
難
で
あ
り
、
農
業
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
に
お
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
農
業
危
機
を
資
本
主

義
の
全
般
的
危
機
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
く
と
い
う
問
題
の
要
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
資
本
主
義
の
下
で
の
農
業
間
題
の
「
解
決
」
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
二
十
世
紀
初
頭
の
旧
露
に
お
げ
る
ス
ト
ル
ィ
ピ
ソ

の
農
業
改
革
（
一
九
〇
六
年
一
一
月
起
点
、
「
プ
ロ
ソ
ァ
的
道
の
経
済
的
基
礎
」
）
に
つ
い
て
行
な
っ
た
レ
ー
ニ
ソ
の
指
摘
　
　
　
「
そ
れ
（
ス

ト
ル
イ
ピ
ソ
改
革
－
引
用
者
）
は
、
六
ル
ジ
ヨ
ア
的
回
シ
ア
で
は
、
地
主
的
所
有
を
も
農
民
を
も
ふ
く
め
て
・
か
べ
心
ひ
土
地
に
た
い

　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
・
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

す
る
私
的
所
有
の
最
終
的
な
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
革
命
で
は
）
強
化
と
い
う
意
味
で
の
、
農
業
間
題
の
『
解
決
」
を
意
味
す
る
」
　
　
か

ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
す
べ
て
の
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
の
最
終
的
な
強
化
」
が
果
さ
れ
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
ノ

具
体
的
に
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
土
地
所
有
の
確
立
」
を
さ
し
て
い
た
。

　
す
な
わ
ち
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
一
九
〇
八
年
の
時
点
で
、
上
か
辛
の
道
と
し
て
の
ス
ト
ル
ィ
ピ
ソ
改
革
が
、
も
し
成
功
す
る
な
ら
ば
、

回
シ
ァ
の
土
地
制
度
は
完
全
に
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
と
な
り
、
そ
の
時
に
は
農
業
間
題
が
ス
ト
ル
ィ
ピ
ソ
ー
１
ヵ
デ
ヅ
ト
流
に
「
解
決
」
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

れ
、
回
シ
ア
の
資
本
主
義
的
発
展
が
「
保
障
」
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
、
改
革
後
の
時
点
に
お
い
て
な
お
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

「
純
資
本
主
義
的
な
関
係
は
農
奴
制
的
関
係
に
よ
っ
て
は
な
は
だ
し
く
お
さ
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
」
事
態
が
「
解
決
」
さ
れ
ず
に
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

続
し
て
い
る
こ
と
、
し
た
カ
っ
て
「
こ
の
改
革
が
危
機
を
と
り
の
ぞ
か
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
と
り
の
ぞ
き
え
な
い
こ
と
」
を
指
摘



し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
　
「
現
代
の
ロ
シ
ア
の
農
村
の
諸
矛
盾
の
総
和
」
が
、
　
「
古
い
農
奴
主
が
そ
の
土
地
と
権
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

を
完
全
に
保
持
し
な
が
ら
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
農
業
政
策
を
遂
行
す
る
」
点
に
あ
る
と
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
「
わ
が
工
業
で
は
高
度

に
発
展
し
て
お
り
、
わ
が
農
業
で
も
か
な
り
発
展
し
て
い
る
資
本
主
義
と
、
あ
い
か
わ
ら
ず
中
世
的
な
、
農
奴
制
的
な
土
格
肝
脊
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
頸

の
矛
盾
」
に
求
め
た
。
そ
し
て
こ
の
矛
盾
（
「
農
民
経
営
全
体
の
危
機
」
）
を
と
り
除
く
た
め
に
は
、
　
「
古
い
土
地
所
有
を
急
激
に
う
ち

　
　
　
　
（
１
２
）

く
だ
く
以
外
に
」
な
い
と
す
る
と
き
、
そ
れ
は
レ
ー
ニ
ソ
に
と
っ
て
、
資
本
主
義
的
な
農
業
制
度
を
完
全
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
土

地
所
有
、
す
な
わ
ち
農
業
に
お
げ
る
大
観
模
生
産
を
強
化
し
発
展
さ
せ
る
た
め
の
保
障
と
し
て
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
土
地
所
有
の
確
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
故
に
こ
そ
レ
ー
ニ
ソ
は
、
古
い
土
地
所
有
の
「
破
砕
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ま
た
ど
ん
な
捗
を
と
る
に
せ
よ
、
そ
の
内
容
の
点
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

は
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
で
な
い
わ
げ
に
は
い
か
な
い
」
と
述
べ
た
上
で
、
こ
の
「
破
砕
」
に
際
し
て
、
　
「
二
つ
の
直
接
に
利
害
関
係
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

る
階
級
と
農
民
階
級
の
う
ち
で
ど
の
階
級
が
こ
の
改
造
を
遂
行
あ
る
い
は
指
導
し
、
そ
の
形
態
を
き
め
る
か
、
と
い
う
間
題
」
、
す
な

わ
ち
、
　
「
二
つ
の
道
」
の
問
題
を
重
視
し
、
こ
の
う
ち
農
民
的
な
道
１
１
「
下
か
ら
の
道
」
の
究
極
と
し
て
、
レ
ー
ニ
ソ
は
「
ブ
ル
ジ

ョ
ア
的
進
歩
の
方
策
」
と
し
て
の
土
地
国
有
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
ご
と
く
、
資
本
主
義
の
下
で
の
農
業
間
題
の
「
解
決
」
が
、
　
「
す
べ
て
の
土
地
に
た
い
す
る
私
的
所
有
の
最
終
的
な
強

化
」
、
す
な
わ
ち
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
土
地
所
有
の
確
立
に
お
か
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
戦
後
の
わ
が
国
農
業
に
１
お
い
て
、
そ
の
よ
う
た

形
で
の
「
解
決
」
、
す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
の
た
め
の
「
土
地
清
掃
」
が
果
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
既
に
明
ら
か
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
、
戦
後
の
農
業
危
機
を
こ
の
点
に
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

今
日
、
杜
会
体
制
と
Ｌ
て
は
、
資
本
主
義
自
体
が
す
で
に
全
般
的
危
機
（
の
第
二
段
階
）
に
入
り
、
そ
の
下
で
、
農
民
の
小
生
産
が

　
　
　
現
段
階
に
お
げ
る
農
業
危
機
（
上
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
三
三
　
（
五
八
九
）

●



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
五
九
〇
）

資
本
の
収
奪
に
さ
ら
さ
れ
て
、
そ
の
存
在
領
域
が
日
々
狭
め
ら
れ
て
い
き
、
農
民
層
の
大
半
が
、
農
民
（
小
商
品
生
産
者
）
と
し
て
の

実
体
を
保
持
し
え
な
く
た
り
、
さ
り
と
て
賃
労
働
者
へ
の
分
化
に
も
い
き
っ
か
ず
、
杜
会
の
不
安
定
要
素
と
し
て
、
そ
の
数
量
的
増

大
の
み
が
進
行
し
、
農
民
と
も
労
働
者
と
も
い
パ
疋
た
い
大
量
の
農
村
住
民
が
う
っ
積
さ
れ
っ
っ
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
農
民
の
小
生
産
な
い
し
零
細
所
有
が
崩
壊
に
瀕
し
つ
つ
、
し
か
も
独
占
の
側
か
ら
、
こ
れ
を
資
本
主
義
的
に
安
定

的
な
も
の
（
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
土
地
所
有
と
そ
れ
に
基
づ
く
農
業
生
産
で
の
確
固
た
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
制
度
）
と
し
て
再
編
し
き
れ
ず
、
農
業
間
題

の
資
本
主
義
的
解
決
が
果
さ
れ
な
い
ま
ま
、
ひ
と
り
農
業
部
門
の
生
産
関
係
の
崩
壊
が
進
み
、
　
「
資
本
主
義
的
に
な
っ
た
国
民
経
済

　
　
　
（
１
５
）

の
全
体
制
」
と
の
ズ
レ
が
極
度
に
拡
大
す
る
と
こ
ろ
に
農
業
の
危
機
を
見
出
し
、
そ
れ
は
同
時
に
、
当
該
国
の
独
占
資
本
の
支
配
体

制
な
い
し
存
立
条
件
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
、
農
業
危
機
た
ら
ざ
る
を
え
た
い
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
山
田
盛
太
郎
「
戦
後
再
生
産
構
造
の
基
礎
過
程
」
　
「
杜
会
科
学
研
究
年
報
」
第
三
号
、
一
九
七
二
年
三
月
所
収
、
九
五
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
２
）
　
例
え
ぱ
農
業
総
産
額
は
六
五
～
六
六
年
時
は
一
一
・
七
％
（
年
平
均
）
の
上
昇
率
が
、
米
価
の
据
え
お
か
れ
た
六
九
～
七
〇
年
に
い
た

　
　
　
　
っ
て
、
六
・
六
％
、
一
・
一
％
と
鈍
化
し
、
七
一
年
に
は
つ
い
に
前
年
比
で
四
・
九
％
の
減
と
た
り
、
同
じ
く
六
九
年
以
降
伸
び
の
衰
え

　
　
　
　
た
生
産
農
業
所
得
も
前
年
比
で
、
七
・
五
％
減
を
示
す
が
、
こ
れ
ら
は
一
九
五
六
年
以
来
、
初
め
て
の
前
年
比
減
で
あ
る
。
ま
た
農
家
経

　
　
　
　
済
調
査
に
お
け
る
農
業
所
得
も
一
九
七
〇
年
に
は
実
に
二
二
年
ぶ
り
に
前
年
度
を
下
回
り
（
減
少
率
四
％
）
、
七
一
年
に
は
さ
ら
に
前
年
比

　
　
　
　
六
・
五
％
と
減
少
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
３
）
　
山
田
、
前
掲
「
基
礎
的
分
析
」
一
〇
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
４
）
井
上
晴
丸
『
農
業
間
題
入
門
－
新
訂
版
１
』
青
木
文
庫
、
一
九
五
一
月
三
月
、
一
四
九
～
一
五
〇
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
５
）
　
レ
ー
ニ
ン
「
ふ
み
た
ら
さ
れ
た
道
を
！
」
　
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
　
（
大
月
書
店
邦
訳
版
）
第
一
五
巻
二
六
べ
－
ジ
。

　
　
（
６
）
　
同
上
、
二
九
ぺ
ー
ジ
参
照
。

　
　
（
７
）
　
同
上
、
二
六
べ
ー
ジ
参
照
。

　
　
（
８
）
　
「
『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
農
業
間
題
』
の
本
質
」
『
全
集
』
第
一
八
巻
六
六
べ
ー
ジ
。

、



一
（
９
・
１
０
）
　
「
最
後
の
辮
」
『
全
集
』
第
一
八
巻
二
五
九
ぺ
ｉ
ジ
。

（
ｕ
・
１
２
）
　
前
掲
「
『
ロ
シ
ア
に
お
げ
る
農
業
問
題
』
の
本
質
」
『
全
集
』
第
一
八
巻
六
七
べ
ー
ジ
。

（
１
３
・
１
４
）
　
同
上
、
六
九
ぺ
－
ジ
。

（
１
５
）
　
同
上
、
六
八
べ
－
ジ
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
土
地
制
度
史
学
会
一
九
七
二
年
度
大
会
で
の
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
の
一
部
分
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
。
『
危
機
に
お
げ
る

　
　
　
目
本
資
本
主
義
の
構
造
』
（
宇
佐
美
誠
次
郎
氏
と
の
共
著
）
以
来
、
農
業
危
機
の
問
題
を
克
明
に
展
開
さ
れ
て
き
た
故
井
上
晴
丸
教
授

　
　
　
の
把
握
に
そ
っ
て
、
農
業
危
機
の
問
題
整
理
を
行
な
っ
た
作
業
の
一
部
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
井
上
教
授
の
意
図
に
そ
い
え
た
か
は
自

　
　
　
ら
危
ぶ
む
も
の
で
あ
る
。

現
段
階
に
お
げ
る
農
業
危
機
（
止
原
）

三
五
　
（
五
九
一
）




